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１．はじめに 

木質複合建築構造技術の開発の集大成として行われた

実大火災実験の目的の一つとして、これまで行われた耐

火試験で得られた試験結果と、実火災性状での木質複合

構造の構造部材における燃え止まり性状についての比較

検討が挙げられる。実験においては構造部材以外につい

ても幾種類もの測定及び観察を行ったが、本報では主要

構造部材である柱、はり及び接合部についての部材温度

測定結果を中心に報告する。 

２．測定項目及び試験体概要 

 測定及び観察項目を表１、試験体概要図を図１、２及

び試験体温度測定位置の一例(Ｃ柱)を図３に示す。 

    

      表１ 測定及び観察項目一覧 

柱、はり 

(1 部材毎) 

集成材温度(柱：5～7点,はり：5点) 

鋼材温度(1 断面:6 点×3断面＝18 点) 

床 スラブ鉄筋温度(2 点) 

壁体内部等 

開口付近温度(4 点) 

たて枠屋内側表面温度(6 点) 

開口部内壁温度(2 点) 

コンセント BOX 温度(4 点) 

ボード下張り裏面温度(4 点) 

熱流束 5 点(各点の温度も測定) 
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図２ 試験体立面図(温度測定位置) 

 ・目視観察(写真・ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗによる記録)・火害診断 

図３ 試験体温度測定位置(Ｃ柱)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 試験体平面図 

 
 

Ｃ柱 

３．温度測定結果 

 室内温度測定結果を図４に示す。今回の実験結果から、

室内はおおむね均一に加熱されており、標準建物火災

(ISO834 標準加熱温度曲線)換算で約４０分火災継続時間

であった。主要構造部である柱、はり及び接合部につい

ての温度測定結果については、代表例として、今回の加

熱にて条件が厳しいと思われる ALC 板の外壁を取り付け

た部分の柱Ｃ(２面加熱：図１)と、噴出火炎により建物

内部と外部から加熱を受けるはりＡ(図２)についての温

度履歴を図５～７に示す。その他の部位についての温度

測定結果一覧を表２に示す。(実験開始４時間後,１０時

間後及び最高温度と到達時間)なお、温度測定は火災終了

後、概ね一昼夜(約 24 時間)行った。 
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図４ 室内温度測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ Ｃ柱集成材及び鋼材温度測定結果 

 

表２ 柱、はり以外の部位についての温度測定結果 

 実験開始 

４時間後 

実験開始 

１０時間後 

最高温度(上段) 

到達時間(下段) 

開口付近 ５１℃ ３９℃ 
８９７℃ 

２２分３０秒 

たて枠屋内側 ９０℃ ４７℃ 
１７７℃ 

７６分００秒 

開口部内壁 ６１℃ ３８℃ 
９０６℃ 

１５分００秒 

コンセント 

BOX 
７４℃ ４２℃ 

４２４℃ 

６７分３０秒 

ボード下張 

裏面 
８０℃ ４４℃ 

１２０℃ 

９０分００秒 

スラブ鉄筋 

(床) 
１０９℃ ５１℃ 

６５４℃ 

３７分３０秒 

 

Ｃ柱部材の集成材内部温度は、加熱面より深さ 30mm の位

置で最高温度(383℃：43 分 30 秒)、60mm(144℃：100 分)

で、鋼材温度に関してはフランジ(84℃：146 分)、ウェブ

(69℃：238 分)であった。同様にＡはりについては 30mm  
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図６ Ａはり集成材及び鋼材温度測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ Ａはりボルト（接合部）温度測定結果 

 

の位置で(241℃：67 分)、60mm(110℃：177 分)で、鋼材 

温度に関してはフランジ(85℃：278 分)、ウェブ(82℃： 

278 分)であった。Ａはり接合部のボルトに関してはフラ

ンジ(232℃：76 分)、ウェブ(301℃：53 分 30 秒)であっ

た。他の構造部材についてもほぼ同様の傾向が確認され

たが、Ｃはりにおいて、十分な耐火仕様ではなかった木

間柱に熱が蓄えられ、はり中央部が間柱の燃焼によって

翌朝まで燃え拡がっていたが、その後燃焼は収まった。 

４．まとめ 

 実大火災実験においても、最終的には耐火試験と同様

に構造部材の燃え止まりが確認出来た。本実験において、

標準火災と実火災時の性状を比較した結果、45 分の火災

継続時間を確認出来たが、これは意図した火災継続時間

(1 時間を想定)よりは短い結果となった。原因としては試

験体の天井及び床の仕様(ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄにｺﾝｸﾘｰﾄ打設)とし、

不燃系の内装材の仕上げを施さなかったことによる熱量

の吸収が室内の温度上昇に影響したものと考えられる。 
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